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はしがき

この報告書は、国立国会図書館調査及び立法考査局が行った平成28年度科学技術に関する調
査プロジェクトの成果です。

国立国会図書館の科学技術に関する調査プロジェクトは、科学技術に関する国政課題の国会
審議及び議員の皆様の研究に資することを目的に、毎年度、特定のテーマの下に外部の研究者
などの方々と連携して調査を行い、その結果を報告書として国会及び議員の皆様に御提供する
ものです。

科学技術に関する調査プロジェクトでは、これまでに「科学技術政策の国際的な動向」、「国
による研究開発の推進―大学・公的研究機関を中心に―」、「海洋開発をめぐる科学技術政策」、
「再生可能エネルギーをめぐる動向と将来展望」、「情報通信技術の進展に伴う諸問題」、「ライ
フサイエンスのフロンティア―研究開発の動向と生命倫理―」の各テーマを取り上げ、国会の
立法補佐機関として、専門的かつ正確な情報の提供に努めてまいりました。

科学技術に対しては、人類の知識の増進に貢献し、国民が直面する課題の解決に資する知識
と技術を創出するばかりでなく、持続可能な社会の実現や経済成長の源泉として、これまで以
上に期待が高まっていることも事実です。科学技術政策がどのような社会的背景の下で変遷し、
現在に至っているかについて理解を深めることは、我が国における今後の科学技術政策の在り
方を考える上で、大変有益であると考えます。

平成28年度のプロジェクトの趣旨・目的は、この報告書の「はじめに」において詳述してお
ります。科学技術政策が民生分野だけでなく安全保障分野との関係も深いこと、特に、東西冷
戦の終結が世界各国の科学技術政策に及ぼした影響は大きく、様々な論点を包含しているとの
認識の下、科学技術政策に関して冷戦後の動きを中心に安全保障の観点も含めた調査を実施し、
その成果を「冷戦後の科学技術政策の変容」として取りまとめました。

本報告書が、科学技術政策に関する国政審議、議員の皆様の研究のお役に立つことを、また
この問題に関心を寄せられる方々に広く活用されることを心から願うものです。

平成29年3月

国立国会図書館　調査及び立法考査局長　　坂田　和光
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